ご家族の みなさまへ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２０年７月１７日
ポーラ健康保険組合

03-3490-0845

ご存知ですか？　「家族健診費用補助制度」
家族の健診に健保から補助が出ます　[image: image1.wmf]
ポーラ健保組合では一定の家族の方が健康診断を受けた場合、従来同様その費用を補助します。特に奥様は家庭全員の健康管理の要です。制度を利用しご家族も定期的に健診を受けましょう。
●１．対象になる人：①被扶養者である配偶者（７４歳以下全員）､及び ②３５歳以上の被扶養者  
             　　　　※４月～翌年３月を１年度として､対象者一人につき１年度内に１回です。
                         自治体健診と異なり、いつでも受診できますが、定期的な受診をお勧めします。
●２．対象となる健診 ：　①一般生活習慣病健診（特定健診含む） 　及び
　 ②婦人科健診（乳房、子宮等） 　（★注をごらんください）
●３．補助される金額の限度 /税込です：
    　  ①一般生活習慣病健診　→　１３，０００円　まで　
   　   ②婦　人　科　健　診　→　　７，０００円　まで　（①とは別枠で支給します）
    　　  　 ※それぞれこの金額を超過した分は、受診者の自己負担となります。

　 
　 ★注1：検査項目は被保険者に準じますが、通常の医療機関の一般的な健診なら対象となります。
（人間ドックも補助対象です、ただし特殊な健診費用＜例えば脳ドック等＞は除きます。）
   ★注2：健康保険証で受けた検査の自己負担分は、「診療」扱いのため原則補助対象外です。

     　　　　（健保はその検査費用全体の７割を、医療費として直接医療機関に支払っています。）
   ★注3：特定健診：４０歳以上の方で、平成２０年４月から始まった特定健診（腹囲測定等メタボ健診）を既に実施している健診機関で受ける方は、「特定健診項目を含む健診」を申し出てみて、可能であれば受診してください。なお、特定健診実施を公表している機関でも実際には準備が整っていない所が多いので、従来の一般健診を受診していただいてもかまいません。（特定健診を受けた時、特定健診項目ではない検査が含まれていたり、同時に婦人科健診を受けた場合にも、限度額以内で補助金を支給します。）

　　　　　　　参考：市区町村別 特定健診実施予定機関・一般健診実施機関の情報は
              　　　社会保険診療報酬支払基金　HP　　http://www.ssk.or.jp/
→｢特定健診・特定保健指導に関する情報｣の「特定健診等機関基本情報リスト」
   ★注４：今まで自治体が実施していた住民基本健診の補助がなくなったことにより、もし医療機関で健診を断られたり、｢受診券｣を求められるケースがあった場合は、窓口で「自費で受診」と申し出てください。（健保が後で上記補助）
★注５：自治体の一般生活習慣病健診や婦人科健診の助成が残っている場合、その自己負担分も補助対象。 

　 
●４．補助金の申請手続は　：

以下のものを、被保険者を通じて、会社の総務・人事担当経由で健保組合へ提出してください。

      　　　①医療機関発行の領収書（原本）　②　同 検査結果表  (写し可。検査項目･結果がわかるもの)
③補助金申請書（健保HPﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ可、または総務･健保へ)http://www.polakenpo.or.jp/
   ★検査結果表は、健診補助支給業務と健保の健診･保健指導に関する業務にのみ利用し、他の目的で利用致しません。
★家族健診は本人に一旦立て替えてお支払いいただくことになりますので、よろしくお願い致します。

❤　家庭の健康は、奥様の健康意識が要です　❤
